中期経営計画　会社用　簡易マニュアル
注：間違えて式を変えないように、各ワークシートに保護をかけてあります。

○今後５年間の損益予測、財務予測が可能です。

①ファイルを立ち上げると、最初に図1の画面が出ます。直近の実績データの年度を入力します。次に直近のデータを入力するので、「中期損益計画へ」か「中期財務計画へ」のボタンをクリックします。
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②直近の実績は決算書等を元に、中期損益計画及び中期財務計画の実績欄に入力します。千円未満の端数については適宜処理してください。なお、中期財務計画で貸借に不一致がある場合は、負債及び純資産合計の下に「貸借不一致」と表示されます（図2赤枠参照）ので、貸借が一致するよう調整してください。
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③中期損益計画は、実績を入力すると５年間予想額にも実績額が入力されます。予想額を変更させる場合は、右側にある上昇率欄に上昇率を入力するか、左側の「修正画面へ」ボタンをクリックして、修正欄に入力してください。
　上昇率を入力した場合は、前年比○％アップ（マイナスを入力した場合は
前年比○％ダウン）で計算します。

「修正画面へ」ボタンをクリックした場合は、単年度ごとに修正欄に入力します（図3赤枠参照）。中期損益計画では、修正欄に入力した金額を最優先に表示します。
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④中期財務計画についても、金額を変更したい場合は、左側の「入力画面へ」又は「修正画面へ」で変更してください。
⑤印刷は、右上にある「印刷」ボタンを押してください。帳票はＡ３になります。
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